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運動遊びを主義 とした療育の実施 屋内での運動遊び |こ加え、1地域の資源、(公園や運動)を活用

し、感覚統合の視薫も入れ運動遊びを行つています。

専門職 (保育士)を配置 しています 専門的視点で、個別および集団支援を行うことができていま

す。
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さらに個々に応した支援の充実が図れるように日課の

活動のプログラムの工夫を行つていきます。

保護者の方との意思疎通や情報伝達のための配慮を行つていま

す

児重とのコミュニケーシヨンに際して、視覚支援を申心とし

た、教室内での共通カードを作成し、表現を補助してしヽます。

保護者の方には連絡帳だけではなく、送迎の際に情報伝達、記

録を意識して行つてしヽます。

1今後、さらに個々に応じたコミュニケーシヨンの充実が図れ

|るように目課の工夫、連携の頻度向上に努めていきます。
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活動スペースの確保 利用目鍾よつては、活動スペースが制限されてしまう場面もあ

ります。

利用児菫,一人ひとり:こ寄 り添いながら、共同で使う活動ス
ペースの使い方や活動スペースの確保について職員間で検討

してしヽきます。

書類等における業務について得意不得意があり、時に支障をき

たすことがある

できるかぎり作業を分担して確認はしているものの、それぞれ

の得意不得意におしヽて時間がかかつてしまうことがあります。

作業効率を図るために今後も、それぞれの強みを生かした分

担をしてしヽくことで、療育時間をしつかりと作り支援をして

いきます。


